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地域生活拠点事業の動向     地域生活支援コーディネーター 中村 

強度行動障害児者へのサポート体制については、その特性等から対応が困難とされ、地域生活を営むには極めて

脆弱な環境にあります。そのため、今年度の報酬改定・第七期障害福祉計画において地域における強度行動障害

を有する障害者等への支援体制の強化が盛り込まれています。これを受けて青森市の第７期障害福祉計画にも同

様の内容で目標値が盛り込まれるものと思います。強化推進においては、地域生活支援拠点事業でのコーディネ

ーターを中心に推進を図る方向性から下半期において、「強度行動障害を有する障害者等への支援体制強化等専

門部会」を設置する方向としました。今後専門部会において青森地域での実態調査等を実施・分析し、必要とさ

れる福祉サービス等の強化等適切な支援体制を構築できるよう努力したいと思います。 

※今年度より日本知的障害者福祉協会東北地区代表理事となり、挨拶の意も込めて全国版「月刊サポート」に別

紙のとおり掲載されましたのでご高覧くだされば幸いです。 

 

障がい福祉サービスの動向等 

（居住支援のあり方等について） 

                                       苑長  中村 伸二 

 昨年度から問題となった「グループホーム恵」での組織的な不正等により、同社で運営してきたグループ

ホームは指定更新ができないこととなり、約２０００人の利用者に影響を及ぼすこととなりました。特に知的

に障害の重い利用者を中心にサービス提供する分野において過度な営利目的で運営することは断じて許されな

いことと強く感じました… 一方、今年度の報酬改定においてすべての施設入所利用者を対象とした地域生活

移行の意向確認が努力義務化（令和８年度からは義務化）されました。この背景にあるのは、国際障害者権利

条約の総括所見内第１９条（自立した生活及び地域生活への包容）にある脱施設化が根底にあると思います。

ただしグループホームであっても〔１９条に記載あるとおり〕ノーマルな生活環境や社会との繋がり等が保障

されなければ地域生活とは言えないと思います。 

施設入所の大きな転換期を迎え、改めて「地域での暮らしが提供されること」の基本理念として既に６０年

以上前にベンクト・ニイリエが提唱したノーマライゼーションの原則がいかに重要か改めて実感しているとこ

ろです。様々な課題はあるにせよ我々支援者は、障害状況に関わらずすべての利用者の「意思決定支援」を重

要視し、「本人の意思が反映された生活」を保障することが問われていると考えます。画一的な入所支援体制を

撤廃させ、どれだけ個々に寄り添った支援を構築していくべきか… 今こそ我々支援者の力を発揮する時では

ないでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８/24. 工藤勝裕さん 新青森県総合運動公園にてフライングディスクに参加しました。 

本人はやや緊張気味でしたが、始めに練習３回程投げ練習後、本番では４回投げまし 

たが遠くへ飛ばせたのは１回でした。本人は 1 回遠くへ投げれた事に満足した感じで 

した。「まるまつ」で昼食を食べて帰りました。 

 

９/15. 棟方浩介さん アオモリボウルにてボーリング大会に参加しました。 

到着後、開会式にも参加し少し緊張している様子でした。 

開会式後に練習で５回程投げました。本番では２ゲーム行い、あまりいい 

結果ではありませんでしたが、本人なりに頑張っていたと思います。昼食は 

「さんぱちラーメン」でラーメンを食べました。今回は入賞できませんでし 

たが、来年も是非参加したいと話さされていました。 

８月毎年恒例となってまいりましたかき氷まつりを開催しました！！ 

前年は暑さのため氷が解けてしまうハプニングがあった為、 

今年は室内で行いました。 

味は４種類。フルーツ・アイスクリーム・あんこ・きなこなどトッピ

ングもたくさん用意することができましたので皆さんとても楽しむこと

ができた様です。氷も解けることなく今年も盛況のうちに終える事がで

きました。 

１０月７日（月）に日本マジックフルート協会会長であり、パフォーマーの ヒロ フクダ 様 が幸養苑を

慰問してくださり、マジックショーや楽器演奏など、いろいろなパフォーマンスを披露していただきました。 

ご利用者は初めて聞くマジックフルートの楽しい音色を聴いて、歌ったり手拍子をしたりしながら楽しまれた

り、絵にかいたグラスの中に入っている液体の色が変わるマジックを見て「おー！」「なんで～⁉」と歓声を

上げたりされていました。中には何が起こっているのか不思議そうに見つめている方も…。 

今後も地域交流も含め、このような機会があればどんどん提供していきたいと思います 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 14 日地域交流行事を行いました。屋台や縁日コーナーでは楽しんでもらえるよう長い時間を設けた事でと

ても賑わい好評でした。また、外部からの協力で青森大学三味線部の三味線演奏とパパフラ青森のフラダン

ス・演奏は大盛り上がりでこちらも好評でした。最後、雨に当たりましたが天候に恵まれ、無事に行事を終え

る事ができ、よかった思います。 

１０月３日・４日と、江口さん・森さん・鎌田さん高齢者グループの皆さんで一泊旅行に行って来ました。 

鯵ヶ沢の水軍の宿に一泊し、美味しい料理を食べ、温泉に入りのんびりとすごしてきました。 

久々の旅行でリフレッシュ出来たと思うので、今後の活動も頑張って頂けそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 11月 12月 1月 2月 

行事予定 - クリスマス会 12/24 
正月休み 

12/29～1/3 
節分 

土曜日 

開所日 9・16 日 ７・１４・２１日 4・11・18・25 日 ８・１５日 

 

※うがい・手洗いを心掛け 食中毒・インフルエンザやコロナ等感染予防をしましょう 

法人💻ホームページ http://care-net.biz/02/seiyokai  幸養苑✉アドレス koyoen@car.ocn.ne.jp 

 

 

８/１５マエダアリーナで開催された大相撲の夏巡業「青森場所」 

に行ってきました。 

会場に入ってすぐ物販コーナーがあったのでタオルを記念に購入しました。

取り組みが始まると、力士たちが激しくぶつかり合う迫力がある取り組みを

夢中になって観戦されていました。横綱照ノ富士、今話題の尊富士を見る事

ができて満足そうな表情が見られました。 

14：00 まで観戦し、タマリ席購入した人のみ貰える座布団を貰い観戦を終え

ています。びっくりドンキー！に移動し、カレーバーグディッシュをおいし

そうに食べてから帰りました。 

 

施設入所利用者のお誕生日会を毎月開催しています。ケーキを食べたりジュースを飲んだり楽しく過ごしま

した。お誕生日を健康で楽しく迎えられるよう支援していきます。皆さまお誕生日おめでとうございます！！ 

 


